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　ソ連科学アカデミー水問題研究所編（1970）；「H3yueHKe　H　Hcno恥30BaHKe　Bo朋Hx　PecyPcoB

CCCP（ソ連における水資源の研究と利用）」，ナウカ出版所，189p・，図21，表12，21・5×14cm（露

文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

　1．国民経済各部門における水資源需要の研究（21論文）

　11．水資源の量と質に関する研究（33論文）

　璽1．水資源の量的再配分と質的再編成の原則に関する研究（37論文）

　IV．水塊の運動とその環境との相関関係に関する研究（51論文）

　V．水資源の総合利用システム構成法に関する研究（21論文）

　水問題研究所が1966年と1967年に行なった上記項目の研究結果をその担当者が1～2頁にまとめた論

文集で，このような発表形式はソ連では珍しい。小項目での内容は多岐にわたり，わが国の関係者にと

って示唆に富む内容であり，とくに皿～Vの研究は必見の部分であろう。

　B。兄Po3eH（1970）：「FeoxHM圏6poMa　H茸o八a（臭素と沃素の地球化学）」，ネードラ出版所，142

p・，図31，表15，文献264，21cm×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

　第1章　有機収着剤・無機収着剤による臭素と沃素の収着

　　澱粉による臭素および沃素の収着　　コラーゲンによる臭素および沃素の収着　　腐植土による臭

　　素および沃素の収着　　無機吸着剤による臭素および沃素の吸着に対する随伴イオンの影響　　相

　　対吸着

　第2章　岩圏中の臭素および沃素

　　火成岩・堆積岩中の臭素および沃素　　塩中の臭素および沃素　　土壌中の臭素および沃素　　泥

　　中の臭素および沃素

　第3章　雨雪・空気中の臭気および沃素

　第4章　水圏中の臭素および沃素

　　水圏中のイオンー塩コンプレックスの特徴　　湖水・海水中の沃素　　地下水・地表水中の臭素お

　　よび沃素　　淡水中の臭素および沃素　　鉱水中の臭素および沃素

　第5章　生物圏中の臭素および沃素

　　地表植物・淡水植物中の臭素海棲植物中の臭素動物中の臭素地表植物中の沃素海
　　棲植物中の沃素　　動物中の沃素

　まとめ

　この本はばらばらに扱われている文献のデータと著者が多年にわたって続けてきた実験的な研究の結

果とを系統的にとりまとめ，気圏・生物圏・水圏・岩圏における沃素と臭素の挙動について記述したも

のである。そして，天然条件下における臭素と沃素の集積および分散の問題を地球化学的な観点だけで

なく，物理化学的な観点にも立って初めて明らかにした著作である。

　KJ4・CaTnaeB編（1957）；「reo五〇rH牙JleH猛HoropcKoro　H3Hp兄HoBcKoro　py八HHx　no刀e負Ha　A五Tae

（アルタイ地方レニノゴルスク鉱床田・ズイリャノフカ鉱床田の地質）」，国立科学技術図書出版所，

371p、，図87，表56，文献213，26，5cm×18cm（露文）
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r．H．H柔ep6a：「レニノゴルスク鉱床田の地質」，P7～181

　序言　　研究概史　　層序・堆積岩　　変成層　　シニュシャ山塊の花闘岩類とその岩脈系
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　の変成作用　　自変成過程　　接触変成作用　　熱水変成作用と交代作用　　鉱化構造地質と後

　鉱化構造地質　　動力熱変成作用と鉱化変成作用　　浅成変質帯　　鉱石賦存性に関するデータ

　成因問題　　実用上の諸提言

K．Φ。EpMo汀aeB：「レニノゴルスク鉱床の鉱体の形態と生成条件について」，p・185～209

A．K。KaK）noB，B，A。KHM，JL　r．HKKKTHHa，E．A。Φ肥poB：「ズィリャノフカ多金属鉱床の地

質」，P．213～362

　諸言　　ズィリャノフカーブフタルマ区の地質構造　　層序　　貫入岩類　　貫入岩類の生成期

　と生成順序　　構造地質　　ズィリャノフカ多金属鉱床の地質　　層序　　石英斑岩と珊岩類

　鉱床区域の貫入岩類　　鉱床区域の構造地質　　鉱床区域の柱状断面と多金属鉱床の地質構造上

　の位置　　鉱石概説　　鉱床母岩の変質にっいて　　鉱体分布の基本的規則性　　まとめ　　結

　円

H．JI．3eHKeBHq（1970）：rAT照cΦoTorpaΦ曲江Ha　THxoro　OKeaHa（太平洋海底写真集）」，ナウカ

出版所，135p・，図207，文献17，24cm×16・5cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

　　太平洋海底の主要構造による微地形

　　海底写真とその説明

　　　大陸棚　　大陸斜面　　クリルーカムチャツカ海溝北斜面　　南アメリカ大陸斜面　　海盆移過

　　帯海盆（北西海盆・北東海盆1・北東海盆H・中央海盆・東マリアナ海盆・南海盆・ペルー

　　海盆・チリー海盆）　　海堆　　列島斜面　　環礁斜面　　海嶺　　海山1　　海山11　海山

　　　皿

∂，B．Co60ToBHu（1970）：「H30Tonbl　cBH瓢a　B　reoxHMHH　H　KocMoxHMKH（地球化学・宇宙化学

における鉛同位体）」，アトミズダート出版所，349p・，図37，表74，文献476，20。5cm×14cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

　　第1章　分析法

　　　1．鉛・ウラン・トリウム微量分析法

　　　　鉛　ウランおよびトリウム

　　　2．抽出法

　　　　鉛の化学的分離法　　鉛の熱化学的分離法　　ルビジウム・ストロンチウム・87Sr

　　　3．　限石中の鉛の定量

　　　　石質隈石の分析　　限鉄の分析

　　　4．鉛・ウラン・トリウムの抽出一ラジオメトリー微量分析法

　　　　鉛の分析　　抽出一ラジオメトリー法の限界　　ウランの分析　　トリウムの分析

　　　5．鉛同位体分析
　　第2章　鉛およびその同位体の分布状況

　　　　1．宇宙の鉛・ウラン・トリウム分布状況

　　　　2．限石中の鉛含有量と鉛同位体組成

　　　　3，地球中の鉛とその同位体の分布状況
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第6章
　　1．
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第7章
　　1．

　　2．

　　3．

　　4．

　天然生成体中における鉛同位体の賦存形態

　地質年代学における鉛同位体

　絶対地質年代計算に対する鉛同位体の挙動の影響

　鉛鉱物および放射性鉱物の絶対年代決定値の過不足

鉛鉱物　　長石　　放射性鉱物

　岩石中の鉛同位体・ウラン同位体による岩石の絶対地質年代測定の可能性

　岩石の鉛同位体絶対地質年代測定法

ウクライナ地方の最古期岩石　　コラ半島とカレリア地方

　火成岩試料の絶対地質年代基準としての現世鉛同位体組成

　ソ連各地の岩石の鉛同位体データに対する放射線学的説明

　アルダン楯状地

イエングラ系結晶片岩　　チンプトン系・ジェルツラ系岩石　　イエングラ系花闘岩類

アルダン楯状地中央地区岩石の放射線学的特徴

　プリバイカル地方南西部

　コクチェタウ・エクロジャイト

　新期岩石

テルスク　　アラータウ地方産およびアルタイ地方産試料　　新期火山生成体中の鉛

　限石と宇宙年代学

　阻石とその起源に関する諸情報

　元素生成期

　限石の祖体の集結作用

　金属相と珪酸塩相の生成期

　隈石物質の同位体データによる初期生成史

隈鉄の太陽起源　　地球ウランの生成期　　核合成の時間　　限鉄の先太陽起源

　テクタイトの同位体データによる生成時代と起源

　テクタイトの主な特徴

　天然破璃中のウラン・トリウム・鉛同位体の分布状況

　テクタイトの絶対年代

　テクタイトの起源に関するまとめ

　同位体地球化学・同位体宇宙化学の諸問題

　地殻とアッパー・マントルの相互関係

　地圏の生成機構について

　自然界におけるエカ鉛の存在可能性

　まとめ

　B．m．瓜06pbIHHH（1970）：「1］leΦopMaUHH　HH3MeHeHHH釦H3Kτ｛ecKHx　cBo且cTB　KoJIJleKTopoB　HeΦTH

盟ra3a（石油・天然ガス貯溜岩の物理的性質の変化と変形）」，ネードラ出版所，239p．，図62，表21，文

献155，22cm×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
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次

全面圧縮による貯溜岩の変形の理論的研究

貯溜岩の弾性変形と非可逆変形

貯溜岩の弾性と変形の理論

小孔隙中に鉱物を包有しない純粋均質貯溜岩の変形量決定用の基本微分方程式

小孔隙中に粘土を包有する均質貯溜岩の変形

単独小孔隙系を有する岩石の変形，変形時における限界条件の計算
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　　　A．単独小孔隙系を有する多孔質岩体

　　　B．恒温圧縮の限界条件下での均質開口小孔隙系を有する貯溜岩の変形

第2章　膠結貯溜岩の圧縮性の研究

　　1．温度変化・全面圧縮時における貯溜岩の圧縮性その他の物理的性質の実験研究法

　　2．貯溜岩固相の圧縮係数

　　3．粒質貯溜岩の圧縮性の理論的研究成果

　　4．多孔質一多割れ目質貯溜岩の圧縮性に関する理論的研究

　　5．膠結貯溜岩小孔隙の圧縮性の実験的研究成果，貯溜岩の圧縮性に対する飽和溶液の化学組成の

　　　　影響

　　6．貯溜岩の圧縮性に対する温度の影響

　　7．貯溜岩の圧縮性の実験的測定における非可逆変形の役割

第3章　全面圧縮による弾性変形の結果としての貯溜岩の物理的性質の変化

　　L　孔隙率

　　　A．有効応力，層面圧力，温度に規制された孔隙率の変化

　　　B．岩芯採取による孔隙率の弾性可逆変化

　　　C．石油・天然ガス採掘過程における貯溜岩の孔隙率の弾性可逆変化

　　2．透水率

　　　A．有効応力，層面圧力，温度に規制された透水率の変化

　　　B．岩芯採取による透水率の弾性可逆変化

　　　C．石油・天然ガス採掘過程における貯溜岩の透水率の弾性可逆変化

　　3．貯溜岩の密度

　　4．比電気抵抗

　　　A．微分方程式の組み立て

　　　B．有効応力の影響下における可逆変形の結果としての岩石比抵抗の変化

　　　C．比抵抗値に対する岩石固相の変形の影響

　　　D．貯溜岩の比抵抗に対する温度の影響

　　5．分散一吸着能

　　6．岩層の弾性率

第4章　自然凝集作用による非可逆変形の結果としての貯溜岩の物理性の変化

　　1．分布深度による堆積岩の孔隙率

　　　A．孔隙率の変化における一般傾向の解析と微分方程式の組み立て

　　　B．探さと純粋石英質砂岩の孔隙率の変化

　　2．陸生層の探さによる透水率の変化

　　3．堆積岩の密度の非可逆変化

第5章　弾性バランス法による石油の埋蔵鉱量計のための貯溜岩の弾性の利用

　　1．天然ガス層を欠く油層の弾性バランス方程式

　　2．粒空隙型貯溜岩中の石油埋蔵量計算への弾性バランス法の適用

　　3．割れ目型および割れ目一空洞型貯溜岩中の石油埋蔵量評価の特徴

　レLレL　M，aJ互HHleB　（1957）：「3aKoHoMepHocTH　o6pa30BaHH∬K　pa3Me皿疋eHHH　MecTopo》K双eHH茸THT－

aHoBHx　py双（チタン鉱床の生成・分布の規則性）」，国立科学・技術図書出版所，272pり図1，表11，

文献242，23cm×15・5cm（露文〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章チタンの諸性質と工業上の価値

　　　諸元　　チタン工業発達概史　　チタンの諸性質とその用途　　金属チタン製錬技術
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第2章チタン地球化学の基本的特徴

　　　各種岩石コンプレックス中のチタン分布　　マグマ源岩石中のチタン分布　　外因性生成体中の

　　　チタン分布　　変成岩コンプレックス中のチタン分布　　チタン鉱物とその生成条件　　造岩鉱

　　　物のチタン含有量　　まとめ

第3章　可採チタン鉱床の成因的分類と経済価値

　　　チタン鉱床の価値を決める主な要素　　可採チタン鉱床の成因的分類　　可採性チタン鉱床中の

　　　チタン鉱物含有量と鉱量にっいて

第4章　重要岩石（母岩）一はんれい岩質マグマの分化岩一の成因と生成順序について

　　　マグマからの鉱物晶出順序の原因に関するローゼンブッシュの法則について　　はんれい岩質マ

　　　グマからの各岩石生成順序に関する見解について　　マグマ分化作用の問題に関するF・Yu・レビ

　　　ンソンーレーシングの見解　　デネシュキンーカーメニ山塊を例としたマグマ分化作用の問題マ

　　　グマ分化作用の問題に関するボーエンの見解について　マグマ分化作用の問題に関するYe．A。

　　　クズネツォフの見解について　　マグマ分化作用の問題に関するA．H．ザバリツキーの見解にっ

　　　いて　　灰長岩の成因論について　　堆積岩コンプレックス源変成生成体とするはんれい岩質岩

　　　に関する見解について　　まとめ

第5章　マグマ分化チタン鉱床生成作用の規則性

　　　マグマ分化チタン鉱床生成作用に対する見解略述　　マグマ分化鉱床生成作用の主な規則性

　　　はんれい岩質マグマ岩貫入コンプレックスと分布・成因上関連あるチタン鉱床　　はんれい岩中

　　　のチタン鉱床　　はんれい岩一輝緑岩からなる小貫入はんれい岩質岩中に胚胎された高品位チタ

　　　ン磁鉄鉱鉱床　　超塩基性岩中に胚胎されたチタン磁鉄鉱およびチタン鉄鉱一チタン磁鉄鉱の鉱

　　　床　　灰長岩中の鉱床　　アルカリ岩コンプレックスと分布上・成因上関連あるチタン鉱床

第6章　外因性チタン鉱床生成作用の規則性

　　　風化残留鉱床と漂砂鉱床　　現世海浜砂鉱床（オーストラリアの海浜砂鉱床，インドの海浜砂鉱

　　　床，ブラジルの海浜砂鉱床，フロリダ州の海浜砂鉱床）　　古期海浜砂鉱床（ウクライナ共和国

　　　ドニエプル河中流地域チタン鉱床域，ザウラル地方チタン鉱床域）’粘土とボーキサイト中の

　　　チタン含有量について

第7章　変成源チタン鉱床生成作用の規則性

　　　変成チタン鉱床　　被変成チタン鉱床

第8章チタン鉱床分布の主な規則性

　　　マグマ分化鉱床　　外因性鉱床　　変成源鉱床

第9章　ソ連のチタン鉱床生成区の主な特徴

　　　バルチック楯状地南東部（コラ半島とカレリア地方）チタン鉱床生成区　　ウクライナ楯状地チ

　　　タン鉱床生成区　　ソ連東部チタン鉱床生成区

第10章　外国のチタン鉱床生成区の主な特徴

　　　北アメリカのチタン鉱床生成区　　カナダ楯状地縁辺チタン鉱床生成区　　北アメリカ中央安定

　　　域縁辺造山帯チタン鉱床生成区（ロッキー山脈，コロラド高原，太西洋縁部地区）　　太西洋沿

　　　岸平野・メキシコ湾チタン鉱床生成区　　太平洋造山帯チタン鉱床生成区　　南アメリカのチタ

　　　ン鉱床生成区　　アフリカのチタン鉱床生成区　　南アフリカ・チタン鉱床生成区　　西アフリ

　　　カー北西アフリカ・チタン鉱床生成区　　北東アフリカ・チタン鉱床生成区　　マダガスカル島

　　　チタン鉱床生成区　　アジアーオーストラリア・チタン鉱床生成区　　ヨーロッパ大陸チタン鉱

　　　床生成区　　スカンジナビアーバルチック・チタン鉱床生成区　　ピレネー半島チタン鉱床生成

　　　区　　まとめ

A．A．CoKo刀oB，A．H．qe60TapeB（1970）；「OqepKHpa3BHTHHr瓢po汲orHHB　CCCP（ソ連水理学

の進歩）」，水理・気象図書出版所，310p・，図23，写真16，表9，文献580（露文）
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結言

　第2回全ソ岩石学会報告（1960）；r瓢arMaTH3MHc闘3bcH班MHoみe3HblxKcKonaeMbIx（マグマ作

用とその有用鉱物資源との関係）」，国立地質科学技術図書出版所，782p．，27cm×18。5cm（露文）
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　岩石学の一般問題

　X・巡．A6双y涯πaeB；中央アジアのマグマ作用とその鉱床生成区，P・11～21
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40
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～53

　B．n。rleTpoB；岩石研究法発展の見通し，P。53～62，文献41

　Ka3HMHp　CMy照KoBcKH鍬花嵩岩類の成因的分類の諸間題，p．62～67，図1，文献2

　H．H．CeMeHeHKo；変成岩と変成作用の成因的分類，p．67～93，表5
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内因性鉱化作用，p。116～119

A．n．Jle6e八eB；混生現象・同生現象と卓状地性マグマ作用におけるその役割，p・119～122
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B。A．皿ac丑eHHHKoB；花嵩岩晶出過程の物理化学的特徴，P，150～153，図1
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マグマ作用と鉱化作用の関係に関する諸問題

B．C・KoHTeB一双BopHHKoB，HB．Φ．rpHropbeB，E．レ1。双o，πoMaHoBa，JI．B．双MHTpHeB，E．B．

Herpe茸，0．C．no汀KBo負，瓢。r。Py6，H．E．CMopHKoB，Φ．K．IHH∬y刀HH：花崩岩岩系浅所貫入体，

同岩体中の微量成分の挙動，その鉱化作用との成因的関係，p．165～194，表3，文献24

H。「。cy双oBHKoB；花闘岩と鉱化作用の関係に関する諸問題，p，195～204，文献14

B．n．HeTpoB：マグマ作用と有用非金属資源の関係およびその理論上・実用上の意義，P．204～211

酬。B，BopomeBCKa兄：含金マグマ岩系の岩石形成上の諸特徴とそれに関連するソ連金鉱床の形式，

p，211～220

瓢。A。ΦaBopcK朋；噴出岩岩系と内因性鉱化作用の相互関係に関する問題に寄せて，p，221～229

F．C。八30取eH販3e；有用鉱床生成作用における噴出火山作用の役割にっいて，p，229～238，文献25

H。r。瓢araKb∬H，C．C．温KpT囎H：マグマ作用と鉱化作用の成因的関係，P．238～248，表2

E』Kautsch：ドイツ民主共和国におけるペルム紀マグマ作用とそれに関係ある有色金属鉱床の生成作

用にっいて，p。248～251

CTPal皿uMKp八KMHTpoB；ブルガリアのマグマ作用の発達とそれに関係した金属鉱床の分布について，

p・251～259，図1・表1・文献17

E。几KapnoBa；南天山地方構造帯中の貫入岩コンプレックスと鉱床，p．259～272，表3，文献5

P。B。BapaToB：タジック地方中央部のマグマ作用と鉱床分布の諸特徴，p。272～284，表1，文献47

A．B．BaT餅oB3中央アジアにおける貫入岩コンプレックスと接触交代磁鉄鉱鉱床の随伴形式，P，285

～287
X。H・B磁MyxaMe双oB；ジラブラクージアエダ山のマグマ作用と鉱化作用，P・287～290

P．H．A6双y，π，πaeB，HL　A．A3H36eKoB，瓢。A。1くamKa益，M」A．MlycTaΦa6e焦πH，∈），皿L　IHHxa』K6e且，πK

；アゼルバイジャン共和国のマグマ作用と鉱床分布，P。291～302

r．A。TBa刑pe誕KA3e；カフカス地方マグマ作用輪廻各段階でのマグマ岩系と鉱石フォーメィション

の生成・分布の規則性，p．303～307，表1，文献7

E．A．Pa八KeB四；マグマ作用と錫鉱床，錫一多金属鉱床，多金属鉱床との関係にっいて，P．307～

311

瓢，H．瓢aTePHKOB；錫石一硫化物鉱床と貫入岩との結びっき形式における若干の差にっいて，p，311

～314，文献4

0．C．FpaqeBa：マグマ作用と内因性鉱化作用の関係，P。315～317

Φ。K，㎜HHy朋H；沿海州南東部とルードヌィ・アルタイ地方ズィリャノフカ区における貫入岩と鉱

床の形成史にみられる共通性，p・317～322，表1

皿．r．Py6，兄几FoTMaK：貫入岩と鉱化作用の関係にっいて，P・322～328，図2，文献16

A．瓢．KaπHK：火山岩と錫鉱化作用との成因的関係について，p。328～332
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T．H．HBaHoBa：地殻活動帯の下部古生代マグマ作用発達の規則性，P。332～335

H。兄HeKpacOB：ポルウスヌィ・セレンナヤフ両山脈の貫入岩コンプレックスとその鉱体埋蔵性，p・

335～337

A．H．E撒OB＝ムングルー花歯岩山塊とシャルギヤ・モリブデン鉱床の成因的関係，p．337～340

JI．H．OBqKKHHKoB，H．π．3HaMeHcKH伽接触交代鉱床を伴うウラル地方の花商岩類貫入岩にっい

て，p．340～343

n・Φ・HBaHK雌；ルードヌィ　アルタイ地方とカルバ地方のマグマ作用と鉱床の生成，p．343～349

JI・B・TaycoH：マグマ分化過程の指標としての稀有元素，P．350～353，表2，文献3

H・E・CMo鮮KoB：クラミンスク山脈貫入岩中の稀有元素（U，Th，Y，TR）の分布の特徴，P，354～

357，表1

F・E・HaPB甜丁＝チャトィルクーリ鉱床田（カザフ共和国）の花闇岩類，変質母岩，鉱石中の微量元

素，p。357～360

A・B・Pa6HHoBHT各種金属鉱床帯の花嶺岩類中の副成鉱物分布の規則性，P．361～363

　「マグマ作用と鉱化作用の関係に関する諸間題」分科会討論，p．364～388

超塩基性岩，キンバーライトおよびそれらと有用鉱物資源との関係

H，A．E汲HceeB：コラ半島含ニッケル超塩基性岩・塩基性岩の岩石学と鉱床の生成，P．391～394

T。H，HBaHoBa，E．K．Ko訓oB：モンチェゴルスク深成岩体塩基性岩の水平方向の分化について，P。

394～398，表2
B．Φ．巫opKoBKHHa；変成源はんれい岩の特徴，P，399～402

C。B．mocKaπeBa：ウラル地方はんれい岩質岩・超塩基性岩の成因について，P．402～405

几C．皿Te甑6epr：新データによるウラル地方塩基性岩，超塩基性岩の生成に対する変成作用の役割，

p．405～408

A．Φ．瓢Hxa加OB；コリャーク・カムチャツカ摺曲区北部の超塩基性岩系の地質の諸特徴，P。409～

412

K）・E・巫o砥aBaH鵬B；極ウラル地方貫入マグマ作用分布の特徴，p，412～415，文献4

JIH　Hy：中国の超塩基性岩山塊に関する問題，P．415～417，文献1

A，A．瓢eH∬勘OB：キンバーライト質マグマ，トラップ岩質マグマ，およびそれと関係ある鉱物コン

プレックスーダイアモンドとその随伴鉱物，p．418～420，文献10

瓢．H．Pa6KKH：シベリア卓状地北部（オレネク川盆地）のキンバーライトとその成因問題，P。420

～423
　「超塩基性岩，キンバーライトおよびそれらと有用鉱物資源との関係」分科会討論，P，424～427

　アルカリ岩およびそれと関係ある稀有金属鉱床

0．A．Bopo6beBa：霞石アルカリ岩の主なタイプ，その生成期，鉱化作用の特徴，P．431～436，文

献9

K）．瓢．me荊HMaHH：大陸大型地質構造とアルカリ・マグマ岩系との関係，P．436～446，文献16

A・14・FKH36ypr：各種貫入岩コンプレックスと成因的に関係ある稀少金属鉱床のタイプ，P，446～

451，表1

　H。A．BoπoToBcKamカレロ・コラ超塩基性岩・アルカリ岩・カーボナタイト岩石区，P，451～454

A・A・KyxapeHKo・瓢・rL　OP五〇Ba；コラ半島下部および中部古生代超塩基性・塩基性岩コンプレッ

クスの岩石学的諸問題，p，454～457

　1’．H。BaUacap舶，A．H．A双aM冊，T，皿，TaTeBoc珊；アルメニア共和国のアルカリ火成岩，p・

457～460

　B・K・瓢OHHqψザフ共和国のアルカリ火成岩，P・460～463

　赫，n・KopTycoB；クズネッキー　アラタウ北西部の含霞石岩にっいて，p。463～465，文献6

　K）。B。JIaBpeHeB，JI．K．no凪apH耶朋；東サヤン地方のカーボナタイト，p・466～468
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E．JI．ByTaKoBa，r。r。瓢oop：シベリア卓状地北縁の超塩基性岩・アルカリ岩とそれらの成因的相

互関係，p・469～471

A．C．Ha舳eHKO；東ツバー地方アルカリ・コンプレックスの岩石学的・鉱床分布的諸特徴，p・471～

些72

　E．A．HeqaeBa：ザバイヵル地方のアルカリ花商岩類・p・472～474

　H．八．LlapoBcK磁；マリウポライト化作用とそれに関連ある鉱化過程，p・475～478，表1

　E，B．CBe皿HHKOBa；エニセイ山脈北タタール山塊アルカリ岩の稀有金属鉱化作用の地球化学的諸特

徴，P．479～481

　B．H，3涯06HH；サンドィク山貫入岩体を例とするアルカリ・マグマの分化作用の諸問題，P・481～

488，図3，文献11

　F．B．AH八peeB；アルダン楯状地地域中央型コンデルスク貫入岩，p，488～490

　H．A．neTepcH恥e：ヒビナ，ロボゼロ，モンチェゴルスク各貫入岩体の炭化水素ガスと渥青，p・490

～491
　rアルカリ岩およびそれと関係ある稀有金属鉱床」分科会討論，p。492～504

　変成作用と交代作用の問題およびそれと有用鉱物資源の関係

　B．A。｝KapHKoB；スカルン鉱床生成時におけるマグマ分化期と後マグマ期の反応現象，P・507～522，

図7，文献5

　14。H．FoBopoB二石灰岩およびそれを貫く花闇岩のグライゼン化作用，p．522～530，図2

　B．A．CoKo汲oB：鉱物のpR比較法による交代過程の研究，p・530～533，表1

　兄H。BeπeBUeB，A．H。CTpblmH：クリボイログ鉄鉱の深成交代生成体の分類と成因，P・533～

542，表3

　B，瓜．JIaAHeBa，A．A，瓢aKyxHHa：ウクライナ楯状地含鉄珪岩系凝灰源噴出岩の変成度，p・543～

544

　H・H．no涯oBKo；ウクライナ楯状地含鉄珪岩の変成度，p、544～547

　「・B．｝KyKoB，P．14，CHpouITaH＝ウクライナ楯状地含鉄珪岩岩系アルモ珪酸塩岩の変成度，p．547

～549
　JI．A．赫Hpo皿HHqeHKo：中部カザフ地方の各期マグマ作用における棚素交代作用，P・549～551

　B』．瓢epeHKoB；超塩基性岩の変成とその中における非金属鉱床の生成規則性，p，552～554

　n．n，CMO五HH：プルーサイト大理石の成因タイプと苦灰岩の変成進化中におけるその位置，p．554

～558，図1，文献10

　瓢，A．刀瓢apeB：苦灰岩とアルモ珪酸塩岩の接触部における交代異常構造のタイプとその中における

金雲母の位置，P．559～662，図1

　1’，H．BepTy皿KoB；ウファレイ花歯岩山塊東部接触帯産含鉄珪岩の花闇岩化伶用，p・562～564

　C．H，HBaKoB＝ウラルに例をとった硫化鉄鉱鉱床の母岩火山源層の変成問題，p・565～567

　14．B．Be抽KoB：キーエフ累層群の地質とキーエフ鉱床の成因，p・568～572，表1

　A．K．KaK）∬OB，A．E．皿胴rHH；ルードヌィ・アルタイ地方多金属鉱床における高温交代現象，

p，572～575，文献4

　T。q。qe刀∬aEK舛oB；中部カザフ地方の二次珪岩の問題ンP・575～579

　A，瓢．Ky3bM班H：クズネツキー・アラタウ地方接触交代生成体の生成順序，P・579～580

　A．瓢．BK記HcK雌；スリタンウイズダーク山脈中央部のマグマ作用と変成作用，P。580～584，文献11

　m。C．Be3cMepTHaH，几H．rop撒eBcK頭；ルードヌィ・アルタイ地方多金属鉱床の鉱体周辺の変質，

P．584～586，表1

　「変成作用と交代作用の間題およびそれと有用鉱物資源との関係」分科会討論，p，587～599

　地域別岩石学の新データ
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